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新年初の定例会が行われ
令和２年度予算を慎重審議のうえ
可決しました。

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、本会議場ではマスクを着用し、
３密を考慮して、議案審査特別委
員会も本会議場で行いました。
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令和２年度予算を慎重審議のうえ
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新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、本会議場ではマスクを着用し、
３密を考慮して、議案審査特別委
員会も本会議場で行いました。
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2KASUMIGAURA

令和２年第１回定例会議案等議決結果一覧
　令和２年第１回定例会が、３月３日から24日までの22日間の会期で開催されました。今定例会
では、総額を192億9300万円とする令和２年度一般会計予算など、議案17件を慎重審議し、いずれ
の議案も可決となり、１件の請願が不採択、１件の請願が趣旨採択となりました。また、３月４日、
５日、６日の３日間において一般質問（後頁P８～11）を行いました。

令和２年第１回定例会提出議案

※賛成は○・反対は◆で記載
　加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
　11番議員は本人の希望により氏名の掲載を控えさせていただいております。

議　席　番　号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

議
案
番
号

��

櫻
井　

健
一

小
倉　
　

博

久
松　

公
生

宮
嶋　
　

謙

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

矢
口　

龍
人

議決結果

1 かすみがうら市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

2 かすみがうら市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

3
かすみがうら市土砂等による土地の埋立
て等の規制に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

4
かすみがうら市交流センターの設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 ◆ 原案可決

5
かすみがうら市歴史博物館の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

6
かすみがうら市空き家等の適正管理に関
する条例の全部を改正する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

7
かすみがうら市農村公園設置及び管理
に関する条例を廃止する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 ◆ 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 ◆ 原案可決

8 令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

9 令和元年度かすみがうら市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

10 令和元年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

11 令和元年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

12 令和２年度かすみがうら市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

13 令和２年度かすみがうら市国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

14 令和２年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

15 令和２年度かすみがうら市介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

16 令和２年度かすみがうら市水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

17 令和２年度かすみがうら市下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名



3 KASUMIGAURA

議案第４号
かすみがうら市交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

賛　成 反　対
・交流センターを中心とした周辺一帯の機能充実が図ら
れることとなり、より、この地域への集客力が向上す
ることが期待できる。かすみがうら未来づくりカンパ
ニーが一括的に管理することで運営の効率化、複合的
な活用の相乗効果が見込まれると考えるため賛成。

・浮き桟橋計画は無駄遣いと感じ、古民家江口屋は期待
できる利用者が見込めないと考えるため反対。

議案第 12号
令和２年度かすみがうら市一般会計予算

賛　成 反　対
・市長の様々な公約の実現に向け、市の現状と将来に向
き合い、様々な課題に取り組んでいく積極的な予算で
あると評価できるため賛成。

・新広域ごみ処理施設への移行、マイナンバーカード関
連事業、交流センター管理運営事業の事業拡大、スマー
トＩＣの計画、ウエルネスプラザ管理運営事業、子育
て支援について市の独自施策が少ないこと、放課後児
童クラブの民間委託、千代田中学校区統合小学校につ
いて反対。

　　　件　名

【発　議】

1
請願第２号 かすみがうら市内私立認定
こども園・保育園における保育士等の
処遇改善助成金に関する請願の採択・
不採択の採決を求めることについて

◆ ◆ ◆ 〇 ◆ 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ － 〇 ◆ ◆ 〇 原案否決

（前ページからのつづき）
【承認案件】
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議決結果

1
専決処分事項の承認を求めることにつ
いて〈令和元年度かすみがうら市一般
会計補正予算（第７号）〉

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 承　　認

【請　願】

1
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業
支援策の拡充を求める意見書」採択の
請願書

〇 ◆ ◆ 〇 ◆ 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ － 〇 ◆ ◆ 〇 不 採 択

２
かすみがうら市内私立認定こども園・保
育園における保育士等の処遇改善助成金
に関する請願（趣旨採択）

〇 〇 〇 ◆ 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 ◆ 趣旨採択

請願第２号
かすみがうら市内私立認定こども園・保育園における保育士等の処遇改善助成金に関する請願

（趣旨採択に）賛　成 （趣旨採択に）反　対
・近隣市で助成を行っている自治体は、その市の事情で政
治的判断があったと推察されるため、請願に関わった市
民に良識をお願いして趣旨採択に賛成。

・他市では待機児童の問題など実情に基づいて補助を実施
している。本市は保育士配置基準を下回っている施設は
なく、単純上乗せの補助金交付は避けるべきだが、3,100
名を超える署名については市としても真摯に受け止め
なければいけないと考えるため趣旨採択に賛成。

・趣旨採択では市政に効果が及ばず、市には私的な理由
による待機児童がいることから趣旨採択に反対。

・趣旨採択は乱用すべきではなく、請願の意図する地域
間格差の審議がなかったため趣旨採択に反対。

・近隣市との競争が対等にできないことや、趣旨採択す
るための理由に誤認、誤解が見られるため趣旨採択に
反対。

【報告案件】
1 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉
2 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉
3 専決処分事項の報告について〈（仮称）かすみがうら市ウエルネスプラザ整備事業建築工事請負契約の変更〉
4 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉

【諮問案件】
１ 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任（塚本　忍、飯沼　礼子）

本会議で行われた主な討論

氏　名　　　
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令和２年　第１回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（３月９日、10日、11日、　12日開催）

議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

議案第12号
　令和２年度かすみがうら市一般会計予算

議案第４号
かすみがうら市交流センターの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例

▲歩崎桟橋

▲多目的運動広場テニスコート

【議案の概要】
　交流センターに歩崎桟橋と古民家江口屋を附属施設として追加するため必要な事項
について改正するものです。

【議案の概要】
　社会情勢を受け、前年度対比4.1％の増の192億9300万円を計上し、各種事業を実
行するための予算を計上するものです。

桟橋の利用についてどのような使い方を想定してい
るのか

多目的運動広場管理運営事業のテニスコートの張替
え修繕工事770万円の内容は

イベント時の観光客の送迎であったり、サイクリスト
と自転車を乗せて歩崎まで来ていただいたり夏休みの
体験事業に使えればと考えております。

細かい修繕で継ぎはぎも多く危険が伴うテニスコート
Ａ、Ｂ面の人工芝を全面張り替える予定です。

議案審査特別委員会議案質疑

新型コロナウイルス感染拡大
防止のため特別委員会における
対策として本会議場を利用して
の開催となりました。
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▲アライグマ

▲あじさい館視聴覚室

▲市道８－4408号線（稲吉４丁目）

国際交流・多文化共生謝礼50万円の内容は

環境保全推進事業の特定外来生物等処分業務委託
200万9000円の内容は

広報誌編纂業務委託料435万5000円の内容は

霞ヶ浦中地区公民館講座事業の備品購入費171万６
千円の主なものは何か

稲吉４丁目市道８－4408号線の工事はどのようなこ
とを行うのか

かすみがうら国際交流会という組織が立ち上が
り、外国人にやさしい日本語を教える日本語ボ
ランティア養成講座を予定しており、その講師
謝礼となっております。

アライグマ処分の委託費となり、県内でかすみがう
ら市はアライグマの捕獲頭数が多く、その処分を委
託するものです。

広報誌編集を一部民間に委託しているものと、
ホームページに掲載する映像制作の委託料とな
ります。

あじさい館の100人ほど入る視聴覚室の大規模プロ
ジェクターの交換工事が主なものとなります。

道路排水の構造物が未整備であることから、道路の
表面排水の処理をするために新たに側溝を設置する
工事を予定しております。

▲かすみがうら市ホームページ
　「かすみがうらムービー」
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て
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▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎全員協議会室）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て

●
霞
台
厚
生
施
設
組
合
移
行
後
の
ご

み
の
分
別
等
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
国
保
被
保
険
者
の
う
ち
被
用
者

に
対
す
る
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て

●（
仮
称
）
千
代
田
中
学
校
区
義
務

教
育
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

整
備
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会
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　（千代田庁舎委員会室）

委　員　会　活　動
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市長の施政方針に対する質疑
施政方針に対する質疑

（３月９日開催）

▲放課後児童クラブにも活用される
　大塚児童館

▲千代田中学校

地域防災力の強化について公助の果たす役割について、特に一人
住まいの高齢者の対策についてどのように考えているのか伺う。

放課後児童クラブを本年10月から民間委託するとしているが、
その理由について伺う。

効率的・効果的な行政運営について、安定した財源を確保して
今後とも質の高い行政サービスを提供していけるか伺う。

骨髄などを提供するドナーへの経済的負担の軽減を目的とした
助成制度を図るとしているが、具体的にはどのようなことを考
えているのか伺う。

千代田中学校区の統合整備に関しては廃校となる小学校の今後の
利用計画とあわせて熟慮が必要と考えるが、市長の考えを伺う。

ひとり暮らしの高齢者につきましては、地区民生委員の協力の
もとに毎年実態調査を実施し、関係機関と連携された情報を共
有することで緊急時の対応に生かすこととし、特に、在宅の要
援護高齢者につきましては緊急通報システムや配食サービスに
よる日常の安否確認の他、民間の居宅介護支援事業所と連携を
強化することで連絡体制を確保し非常時に備えてまいります。

放課後児童クラブは、児童個々への細やかなサポートや多様化
するニーズへの対応が必要であり、サービスの向上が求められ
ているところです。放課後児童健全育成事業検討委員会におい
て民間委託の導入は有効であるとのご意見をいただいたところ
で、また、国においては「多様なニーズを満たすため民間サー
ビスを活用し公的な基盤整備と組み合わせることも有効であ
る」としており、民間委託によって質の向上が期待されること
から、民間委託するものであります。

健全な財政運営を行うことは大前提ではありますが、事業を見
極め、適切な地方債を活用していくことが必要と考えます。さ
らに健全財政運営を行っていくため効率的な組織機構の構築を
図り、事業においては継続的に費用対効果を検証し真に必要な
事業の取捨選択を厳しく行っていくことで経常経費を圧縮する
など行政改革についてもより一層努めてまいります。

ドナー休暇の制度の適用を受けられない方や個人事業主の方
へ、骨髄などの提供にかかわる通院または入院を要した費用に
対し１日２万円、最大７日分14万円を限度に助成を行うことを
考えております。

学校の適正規模化による統廃合は、地域の実情に沿うことも重
要と考えております。統合により廃校となる施設の跡地利用な
どの課題もありますが、まずは市内で最初となる義務教育学校
を魅力ある学校にしてまいりたいと考えております。
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一  般  質  問

交
通
弱
者
の
大
切
な
移
動
手
段
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
職
員
が
業
務
で
使
用
す
る
名
刺
や
作
業
服
な
ど
を
自
己
負
担

さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
聴
き
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３ ２ 宮嶋　謙 議員

　
神
立
停
車
場
線
の
円
滑
な
交
通
導
線
及
び
安
全
確
保
と
な
る
施
策
と
し

て
横
断
歩
道
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い

る
市
民
や
歩
行
者
が
困
っ
て
い
る
実
態
を
鑑
み
街
灯
な
ど
の
整
備
、
加
え
て

自
転
車
走
行
レ
ー
ン
の
表
示
が
必
要
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
長　
神
立
停
車
場
線
に
つ
き
ま
し
て
は
車
両
、
歩
行
者
、
自
転
車
な

ど
多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
交
通
安
全
及
び
防
犯
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
、
で
き
る
限
り
の
対
策
は
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
走
行
レ
ー
ン
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
導
線
な

ど
を
考
慮
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
で
き
る
限
り
早
期
に
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
明
記
し
た
関
連
事
業
を
推
進
す
る
自
治
体
の
事
業
に
対
し

て
は
、
国
か
ら
の
各
種
交
付
金
な
ど
に
つ
い
て
交
付
が
優
位
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
斬
新
的
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、国
に
対
し
て
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
る
。

市
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
新
た
な
取
組
み
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　

市
長　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、
次
期
総
合
戦
略
に
お
き
ま
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
企
業

や
市
民
団
体
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
を
し
な
が
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

　
利
用
者
が
ほ
と
ん
ど
今
見
込
ま
れ
て
い
な
い
千
代
田
神
立
ラ
イ
ン
に
１

５
０
０
万
円
、
効
果
が
疑
問
な
通
学
定
期
助
成
に
１
０
０
０
万
円
、
バ
ス
の

沿
線
で
な
い
人
は
利
用
で
き
な
い
免
許
返
納
者
へ
の
バ
ス
回
数
券
に
１
２
０

万
円
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
2
～
３
０
０
万
円
は
介
護
特
別
会
計
で

ま
か
な
え
、
こ
れ
ら
合
計
で
３
０
０
０
万
円
が
捻
出
で
き
る
。
お
金
の
使
い

方
を
精
査
し
て
、
も
っ
と
利
用
者
が
増
え
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
存
続
で
き
る

か
、
前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
向
け
ま
し
て
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
も
含
め
ま
し
て
、
様
々
な
形
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
前
提
と
し
た
改
正
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
広
く
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
つ
く
る
と
い
う
中
で
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
も
１
つ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
職
員
が
業
務
で
使
用
す
る
名
刺
や
作
業
服
な
ど
を
自
己
負
担
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
業
務
遂
行
上
必
要
な
物
品
は
公
費
で
賄
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
名
刺
用
紙
を
公
費
で
買
っ
て
、
庁
内
で
プ
リ
ン
ト
す
れ
ば
自
腹
を
切

ら
な
く
て
も
済
み
ま
す
。
ま
た
草
刈
り
や
道
路
の
補
修
な
ど
現
場
で
汚
れ
た

作
業
を
す
る
職
員
に
は
、
作
業
服
を
貸
与
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
総
務
部
長　
名
刺
は
一
般
事
務
用
の
消
耗
品
と
し
て
購
入
し
、
そ
こ
ま

で
の
ロ
ッ
ト
が
必
要
の
な
い
人
も
使
え
る
よ
う
な
体
制
も
可
能
で
は
な
い
か

な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
場
に
出
る
と
き
に
は
作
業
服
に
着
替
え
て
出
か

け
る
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
中
で
、
作
業
服
と
し
て
用
意
す
る
必
要
性

は
確
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
担
当
の
部
署
等
の
状
況
等
、
作
業
服
の

耐
久
性
や
負
担
の
状
況
等
も
調
査
を
し
て
、
検
討

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲乗合タクシー（霞ヶ浦地区）

▲神立停車場線（稲吉南）

神
立
停
車
場
線
の
円
滑
な
交
通
導
線
と
安

全
確
保
と
な
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う

お
金
の
使
い
方
を
精
査
し
て
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
存
続
を
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
、
で
き
る
限
り

の
対
策
は
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
向
け
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
も
含
め
様
々
な
形
で
検
討
し
て
い
き
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

新
し
い
枠
組
み
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
と
行
政
事
業
へ
の

展
開
に
つ
い
て

神
立
停
車
場
線
の
防
災
機
能
な
ら
び
に
安
全
・
安
心
機
能
の
考

え
方
に
つ
い
て

千
葉
県
に
お
け
る
倒
木
等
に
よ
る
大
規
模
停
電
と
復
旧
の
長
期

化
を
教
訓
と
し
た
本
市
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

３ １２ 川村　成二 議員
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安
全
運
転
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

中
高
年
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

河
川
の
整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４

▲安全運転サポカーステッカー

▲ＪＲ常磐線

中根　光男 議員

　
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
県
外
の
大
学
や
専
門
学
校

な
ど
に
通
う
学
生
の
保
護
者
が
対
象
と
な
る
助
成
事
業
で
す
。
一
方
で
「
な

ぜ
対
象
者
が
県
外
に
限
ら
れ
る
の
か
」
な
ど
の
声
が
あ
る
が
、
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
新
た
に
助
成
対
象
の
拡
大
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
県
外
の
大
学

や
専
門
学
校
な
ど
に
通
学
す
る
学
生
の
保
護
者
に
加
え
、
県
内
の
大
学
や
専

門
学
校
な
ど
へ
通
学
す
る
学
生
の
保
護
者
の
方
々
を
新
た
に
対
象
と
し
、
今

後
と
も
若
い
世
代
の
転
出
抑
制
、
本
市
へ
の
移
住
促
進
、
教
育
に
お
け
る
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
観
光
振
興
と
し
て
、
人
気
が
再
燃
す
る
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
と
自
転
車
活
用
を
組
み
合
わ
せ
た
宿
泊
型
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
の
推

進
を
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
通
年
利
用
で
き
る

キ
ャ
ン
プ
場
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　

都
市
産
業
部
長　
本
市
で
も
こ
の
ブ
ー
ム
は
観
光
誘
客
に
も
好
機
で
あ

る
と
考
え
、
バ
イ
ク
ア
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
や
開
催
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
事
業
で
計
画
中
の
宿
泊
型
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
に

つ
い
て
も
バ
イ
ク
ア
ン
ド
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
実
績
を
参
考
に
本
市
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
通
年
で
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
は
幅
広
い
キ
ャ
ン
パ
ー
の

誘
客
に
加
え
、
老
朽
化
す
る
観
光
施
設
を
最
適
化
す
る
観
点
か
ら
も
、
効
果

的
な
手
法
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
今
後
の
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ジ
ャ
ー
に

関
す
る
ブ
ー
ム
や
ニ
ー
ズ
動
向
調
査
を
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

久松　公生 議員

　
令
和
元
年
度
の
国
の
補
正
予
算
で
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
、
サ
ポ
カ
ー

の
普
及
へ
約
１
１
２
７
億
円
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
、

補
助
金
制
度
の
周
知
徹
底
と
補
助
対
象
者
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
民
部
長　
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
高
齢
運
転
者
の
安
全

対
策
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
て
、
民
間
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
事
業

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
令
和
元
年
度
中
に
満
65
歳
以
上

と
な
る
高
齢
運
転
者
が
対
象
と
な
り
、
本
市
に
お
い
て
令
和
元
年
12
月
現
在

の
65
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
は
８
４
４
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し

て
も
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
な
活
用
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
中
高
年
の
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
国
の
調
査
結
果
で
は
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
引
き
こ
も
り
推
計
が
54
万
人
で
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
中
高
年
の

ひ
き
こ
も
り
が
61
万
人
と
い
う
、
若
年
層
よ
り
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
が
多

い
と
い
う
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
の
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
で
は
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
に
向
け
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
や
支
援
団
体
等
の
研
修
会
を

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
具
体
的
な
支
援
策

と
し
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
就
労

準
備
支
援
事
業
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、
県
が
設
置
す
る
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
連
絡
体
制
を
密
に
す
る
な
ど
関
係
機
関
や
支

援
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
を
徹
底
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
事
業
の
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う

安
全
運
転
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
に
つ
い
て
の

周
知
徹
底
に
つ
い
て
伺
う

新
た
に
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
へ

の
通
学
を
対
象
と
考
え
て
お
り
ま
す

窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
で

活
用
を
促
し
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

千
代
田
中
学
校
区
の
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

下
稲
吉
中
学
校
（
防
災
型
）
体
育
館
に
つ
い
て

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て

通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３２４



10KASUMIGAURA

一  般  質  問

政
治
倫
理
条
例
制
定
―
法
令
順
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の

行
政
運
営
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

協
同
病
院
接
続
（
田
村
沖
宿
延
伸
）
道
路
―
出
島
用
水
道
路
改

良
工
事
、
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の
実
施
状
況
―

（
互
助
制
度
）
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
存
続
と
改
善
―
提

案
さ
れ
て
い
る
制
度
の
検
討
及
び
公
共
交
通
に
つ
い
て

教
育
基
本
法
に
お
け
る
教
育
の
機
会
均
等
及
び
学
校
給
食
法
・

給
食
実
施
基
準
・
食
育
基
本
法
の
当
市
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２４ ３ 設楽　健夫 議員

　
総
務
省
立
ち
上
げ
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
と

い
う
制
度
が
で
き
、
納
税
額
も
し
く
は
補
助
金
な
ど
、
そ
の
金
額
を
上
限
と

し
て
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
が
概
略
を
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長　
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」
で
募
集
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
様
々
な
事
業
と
の
連
携
と
有
効
活
用
方
法
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
起
業
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ふ
る
さ
と
移
住
交
流
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
は
、
第
2
期
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
施

策
の
担
当
部
署
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
事
業
連
携
に
よ
る
相
乗

効
果
や
地
道
な
支
援
者
の
増
加
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
外
の
区
域
で
は
、
こ
こ
５
年
で
１
９
２
１
人
が
人
口
減
少

し
て
お
り
、
様
々
な
事
情
か
ら
行
政
区
を
抜
け
る
方
も
出
て
き
た
。
集
落
の

維
持
を
心
配
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
。45
道
府
県
２
３
１
団
体
が
加
入
し
、

小
規
模
多
機
能
自
治
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
動
い
て
い
る
。
本
市
で
も

行
政
区
自
治
を
高
め
活
性
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
今
後
の
あ
り
よ
う
を
学
ぶ

こ
と
を
提
案
し
小
規
模
多
機
能
自
治
加
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長
公
室
長　
皆
様
の
提
案
を
正
面
か
ら
受
け
、
と
も
に
課
題
解
決
に

向
け
た
体
制
を
作
り
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
将
来
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
か
ら
、
小
規
模
多
機
能
自
治
に
つ
い
て
職
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
皆
様

方
に
も
勉
強
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

　
平
成
25
年
５
月
８
日
に
市
長
公
室
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
た
市
政
治
倫
理

条
例
案
と
関
連
資
料
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
伺
う
。

　

市
長
公
室
長　
提
出
資
料
は
、
本
市
の
政
治
倫
理
条
例
（
案
）
と
同
施

行
規
則
（
案
）、
本
市
の
条
例
（
案
）
と
石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
の
比
較
表
、

参
考
及
び
そ
の
他
資
料
と
し
て
、
県
内
市
町
村
の
条
例
制
定
一
覧
表
と
関
係

法
令
、
石
岡
市
政
治
倫
理
条
例
及
び
同
施
行
規
則
の
写
し
で
し
た
。
当
該
条

例
（
案
）
及
び
施
行
規
則
（
案
）
は
、
市
長
等
特
別
職
と
市
議
会
議
員
を
含

め
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
５
月
８
日
開
催
の
市
議
会
全
員
協
議

会
に
説
明
資
料
と
し
て
提
出
し
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
職
員
採
用
に
お
け
る
最
終
選
考
は
、
３
名
の
副
市
長

あ
る
い
は
教
育
長
、
行
政
職
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
公
平
性
を
担
保
す
る
た

め
に
、
県
採
用
制
度
の
総
合
点
数
上
位
順
に
採
用
し
て
い
く
と
い
う
制
度
に

切
り
替
え
て
い
く
用
意
は
あ
る
か
。

　
総
務
部
長　
県
の
制
度
も
含
め
全
国
の
様
々
な
事
例
を
研
究
し
、
必
要

に
応
じ
改
善
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
伺
う

市
長
公
室
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
た
市
政
治
倫
理
条

例
案
と
資
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」
で

募
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

全
員
協
議
会
に
説
明
資
料
と
し
て
提
出
し

た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

人
口
減
少
の
抑
制
の
た
め
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
地
方
創
生
総
合

戦
略
、
移
住
定
住
政
策
の
活
性
化
に
つ
い
て

市
民
総
参
加
に
よ
る
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
と
公
共
施
設
等
の

管
理
計
画
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
と
か
す
み
が
う
ら
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

農
水
産
業
の
被
害
対
策
と
活
性
化
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２５ ３

▲さとふるホームページ

４
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市
長
公
約
で
あ
る
下
稲
吉
中
地
区
に
お
け
る
複
合
施
設
整
備
計

画
の
実
施
計
画
進
捗
状
況
に
つ
い
て

本
市
の
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て 

霞
ヶ
浦
地
区
と
千
代
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
体
化
に
つ
い
て

義
務
教
育
学
校
整
備
に
伴
う
ソ
フ
ト
面
並
び
に
ハ
ー
ド
面
の
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１４ ２３ 矢口　龍人 議員

　
市
長
は
、「
ご
み
の
有
料
化
は
、
ご
み
の
収
集
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
手
数
料
と
し
て
負
担
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
ご
み
の
減
量
化
、
ご
み
排

出
者
の
責
任
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
市
民
の
ご
み
問
題
へ
の
意
識
が
高
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
」と
言
っ
て
い
る
が
、

改
め
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
長　
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、現
在
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

有
料
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
に
は
何
ら
か
の
形
で
の
影
響

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
市
の
総
合
計
画
で
は
、
保
育
所
民
営
化
の
推
進
と
あ
る
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

　

市
長　
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
・
改
修
に
係
る
経
費
の
国
県
補
助
制

度
が
改
正
を
さ
れ
、
公
立
施
設
は
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。
私
立
施
設
は
、

交
付
金
制
度
と
し
て
支
援
さ
れ
て
お
り
、
整
備
に
要
す
る
経
費
の
確
保
が
公

立
よ
り
容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
以
前
に
策
定
し
ま

し
た
市
立
保
育
所
運
営
計
画
を
見
直
し
て
公
立
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
、
民

営
化
を
視
野
に
入
れ
た
保
育
行
政
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

　
下
稲
吉
中
地
区
に
お
け
る
複
合
施
設
整
備
計
画
の
実
施
計
画
推
進
状
況

に
つ
い
て
、
中
心
市
街
地
に
複
合
交
流
拠
点
整
備
を
令
和
３
年
に
実
施
す
る

と
し
て
い
た
が
、
具
体
的
な
計
画
を
示
し
実
行
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　

市
長　
現
在
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
立
地
適
正
化
計
画
と
併
せ
ま
し

て
、
Ｊ
Ｒ
神
立
駅
周
辺
に
お
け
る
土
地
利
用
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
複
合
交
流
拠
点
の
整
備
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
第
２
次
総

合
計
画
や
立
地
適
正
化
計
画
な
ど
の
関
連
計
画
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
誰

も
が
学
び
、
人
が
集
ま
り
、
地
域
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
地
域
交
流
拠
点
と

し
て
令
和
３
年
度
以
降
の
整
備
に
向
け
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
千
代
田
中
学
校
地
区
４
小
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る
義
務
教
育
学
校
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
教
育
部
長　
ソ
フ
ト
面
に
つ
き
ま
し
て
は
市
学
区
審
議
会
か
ら
学
区
及

び
小
規
模
特
認
校
制
度
の
適
用
が
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
を
受
け
、
今
後
、

開
校
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
開
校
に
向
け
準
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
３
月
に
設
計
作
業
が
完

了
し
ま
す
の
で
、
新
年
度
早
々
か
ら
準
備
を
行
い
、
工
事
を
進
め
、
令
和
４

年
度
の
開
校
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

新
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
、

ご
み
の
有
料
化
を
検
討
し
て
い
る
の
か
伺
う

中
心
市
街
地
の
複
合
交
流
拠
点
の
整
備
に

つ
い
て
伺
う

現
在
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

令
和
３
年
度
以
降
の
整
備
に
向
け
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

新
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
及
び
運
営
に
つ
い
て

危
険
な
民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
助
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抑
制
に
向
け
て
、
か
す

み
が
う
ら
市
で
は
市
内
５
ヶ
所
に
お
い
て
除
菌
水
の

配
布
に
一
早
く
取
り
組
む
と
共
に
防
災
無
線
放
送
で

の
注
意
喚
起
・
情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の

様
な
中
で
、「
防
災
無
線
放
送
が
聞
き
づ
ら
い
」
と

い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。
是
非
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
放
送
の
内
容
が
迅
速
に
、
そ
し
て
正
確
に
携
帯
や
Ｐ
Ｃ
に
送

ら
れ
て
き
ま
す
。
登
録
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
Ｈ
Ｐ
か

ら
「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
と
検
索
下
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
委
員
長　
櫻
井　
繁
行

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
（
火
）
か
ら
17
日
（
水
）
ま
で
の
16
日
間
で
開
会
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月1日〜4月30日まで）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

令和2年第１回
定例会では、
延べ６５名
の方が本会議を
傍聴されました。

●
２
月
●

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会　

　

13
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

17
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

　

18
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　

19
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

　

21
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
３
月
●

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

３
日
～
24
日

　
　
　
　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

　

４
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

９
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

９
日
～
12
日

　
　
　
　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
４
月
●

　

14
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

15
日　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

21
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

４
月
16
日
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
に

お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
考
慮
し
、
第
２
回
定
例
会
の
一

般
質
問
通
告
が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、

５
月
20
日
発
行
の

議
会
だ
よ
り
お
知

ら
せ
版
の
発
行
を

中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
お
知
ら
せ
版

発
行
中
止
の
お
知
ら
せ


